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-若者の人口流出を防ぐには-

目 次
丹治コメント
・全体の構成を見て、順序の変更や内容の修正について、ご提案いたします。
・他のWTにはない「芋煮」の部分は、社内の交流の一例だけではなく、元の議論のように地域全体を巻き込む、という元々の形で残してもいいのかな、と感じています。
・前回オンライン打合せにて、この部分についてお聞きし、 「地域愛着」と「働き方」のどちらにも関わる内容だったとお聞きしました。
（確か「企業対抗で地域、団体、行政や学校まで巻き込んで、思い出（＝地域愛着）になるイベントを開催。そういったきっかけで社内のコミュニケーション(=風通しのよい職場)にもつながる」
…という感じで、多くの主体が登場しつつ、地域愛着・働き方の両方に良い影響を与えつつ、かつ楽しむ！…というようなものだったかと思います。）
・そこで（実際の議論の順序とは逆転しますが、）例えば 「地域への愛着」という大きい話から入って、そこも含んだ「働き方」の話（意見提言）に持っていく…という構成ではいかがでしょうか。
・全体の課題感(若者の流出) → キーワード提示 → 地域愛着の考察 → 提案(Uターン情報発信) → Uターンで戻る人だけでなく、地元就職する人にも共通して大切なこととして「働く環境」
→ 職場でのことだけでなく地域にも裨益するアイディア（芋煮）…という構成だと、全体のつながりをつくりつつ、働き方の部分もWT議論をより色濃く反映できるのではないかと考えました。

丹治コメント
03,04の見出しも変更しても良いかも

0 3 . 地 域 に 愛 着 を 持 つ た め に

0 4 . 魅 力 的 な 働 き方 に つ い て



１ 年 間 の 活 動 を 通 じ て
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活動概要

企 業 の 方 々と直接 意見を 交わす中で、県 が抱える課題 に真摯に向き 合い、「地域課 題に学生も主 体的に関わ れる」という実
感 を 得 る ことができました。 WTの 皆様が私たち のアイデアに対して本気で向き 合っていただけたことで、地域の 課題を “自分
の 問 題 ” として考える視点 が生まれました。

学生1人と企業等5名程度のワークショップ形式
グループディスカッション

若者の人口流出を阻止するアイデア創出

ワークショップ概要

第1回：株式会社東日本計算センター
（ながとイノベーションセンター）

第2回：株式会社おのざき
（おのざき鮮場やっちゃば平総本店）

訪問企業＆訪問施設



若者流出の原因

若者の県外流出の背景

・学びたい専門 ,研究分野の大学が県外にある

・働きたい企業が県外にある

・進学 ,就職の選択肢そのものが少ない

→県外の大学・企業に進学・就職

地域構造によって必然的に生まれている

人口流出を否定しない人口戦略へ

都市部への進学や就職

・視野が広がる

・スキルが磨かれる

・新しい価値観に触れられる

将 来 ， 福 島 に 戻 る き っ か け ，

戻 る た め の 「 経 験 の 蓄 積 」 に も な る

出て行っても「戻って来られる県」

離れても「受け入れてくれる県」
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本報告のキーワード
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本報告のキーワード

魅 力 的 な 働 き 方 に つ い て

社 内 の 制 度 を 変 え る こ と は 難 し い 。

「 人 間 関 係 の 改 善 」 や 「 心 理 的 安 全 の 確 保 」 と い

う 実 現 し や す い 視 点 か ら 、

「 風 通 し の 良 い 職 場 」 に つ い て 検 討 し た 。

進 学 ・ 就 職 に 伴 う 人 口 流 出 な ど

地 域 構 造 か ら 一 定 の 人 口 移 動 は 生 じ る 。

福 島 か ら 転 出 し た 人 た ち が

「 戻 っ て き た い 」 と 思 え る

仕 組 み を 検 討 し た 。

風通しの良い職場
戻って来られる

仕組みづくり

「 地 域 に 愛 着 を 持 つ ため に 」 「 魅 力 的 な 働 き 方 」
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戻って来られる仕組みづくり
~ 「 地 域 に 愛 着 を 持 つ た め に 」 の 議 論 か ら ~



• 地 元 で の 思 い 出
• 家 族 ・ 友 人 の 存 在
• 「 い つ も の 場 所 ( 行 き つ け ) 」 が あ る
• 行 事 ・ 祭 り に 参 加 し た と き
• 方 言 に 触 れ た と き
• 変 わ ら な い 風 景 や 懐 か し さ
• 人 が 覚 え て い て く れ た 時

• 住 み や す い ・ 安 心 感

• 地 元 の コ ミ ュ ニ テ ィ や 友 人 の 存 在

• ス ポ ー ツ 文 化 、 食 文 化 な ど の

“ 推 せ る 要 素 ”

• 「 ち ょ う ど 良 い 」 生 活 環 境

つながりや

思い出が蘇る瞬間

風通しの良い職場とは？
地域に愛着を感じる理由 福島に就職した理由
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戻って来られる仕組みづくり
~ 「 地 域 に 愛 着 を 持 つ た め に 」 の 議 論 か ら ~

“自分の居場所”

と思える場所だった



• 思 い 出 が つ く れ る 体 験
• 家 族 ・ 友 人 ・ 地 域 の 人 と の つ な が り

( オ ン ラ イ ン と オ フ ラ イ ン )
• 応 援 し た く な る 対 象 ( ス ポ ー ツ ・ 団 体 )
• 地 元 へ の 誇 り や 推 し ポ イ ン ト
• 若 者 の 成 功 体 験
• 地 域 へ の 安 心 感 ・ 信 頼 感
• 自 分 の 居 場 所 を 感 じ る こ と

• 思 い 出 に な る 体 験 機 会
• 行 事 ・ 祭 り な ど の 継 続 的 な イ ベ ン ト
• 地 域 の 歴 史 ・ 文 化 ・ 食 を 知 る 機 会
• 情 報 発 信 の 場 ( 地 域 情 報 ・ 魅 力 発 信 )
• 世 代 間 交 流 が で き る 環 境
• 生 活 し や す い イ ン フ ラ
• 子 育 て し や す い 環 境

「地域の歴史・文化の認識」×「関わりの継続性」×「地域の知名度」

＝ 「愛着の強度」

必要な要素 必要な環境

03
戻って来られる仕組みづくり
~ 「 地 域 に 愛 着 を 持 つ た め に 」 の 議 論 か ら ~

地域の歴史・文化の認識 関わりの継続性 地域の知名度

愛着の強度



「 地 域 の 歴 史 ・ 文 化 の 認 識 」 × 「 関 わ り の 継 続 性 」 ×  「 地 域 の 知 名 度 」 ＝ 「 愛 着 の 強 度 」
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戻って来られる仕組みづくり
~ 「 地 域 に 愛 着 を 持 つ た め に 」 の 議 論 か ら ~

何 を 発 信 す る か

• 決 断 ま で の プ ロ セ ス
• か か っ た 費 用
• キ ャ リ ア パ ス
• ラ イ フ ス タ イ ル
• 働 き 方
• メ リ ッ ト / デ メ リ ッ ト

ス ト ー リ ー 性 重 視

ど う 発 信 す る か

• S N S / シ ョ ー ト 動 画 ⇒ 若 者

• 地 元 広 報 誌 ⇒ 親 世 代

• 県 内 の 中 等 教 育 ・ 高 等 教 育
機 関 で 出 前 講 座

リ ー チ し た い 層 に 届 く
ア プ ロ ー チ を 考 え る

期 待 で き る 効 果

• 地 元 に 対 す る 期 待 値 の
可 視 化

• U タ ー ン ， 地 元 就 職 の 心
理 的 ハ ー ド ル 低 減

地 域 で の キ ャ リ ア を
“ 自 分 ご と 化 ” で き る

目 的 ： 成 功 事 例 か ら 地 域 で 働 く ・ 暮 ら す 未 来 を 具 体 的 に 想 像 で き る 状 態 を 作 る

重 要 性 ： 単 な る P R よ り 、 実 際 の 生 活 ・ 働 き 方 の リ ア ル を 知 る 方 が 説 得 力 を 持 つ

Uターン者ロールモデルの発信 関 わ り の 継 続 性
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戻って来られる仕組みづくり
~ 「 地 域 に 愛 着 を 持 つ た め に 」 の 議 論 か ら ~

地 元 に つ い て 話 す と き の 話 題 と し て
歴 史 ・ 文 化 ・ 映 画 な ど は そ の 地 域 を 認 識 さ せ る

地 元 に 関 す る も の を 知 っ て も ら え る と
地 元 を 誇 り に 感 じ る

地 元 の 知 名 度 U P が 愛 着 に つ な が る
( 県 外 の 人 が 福 島 に 来 る き っ か け に も な る )

※  相 乗 効 果 も 意 識 す る

「 フ ラ ガ ー ル 」

「 超 高 速 参 勤 交 代 」

民間と行政が一体となったPR活動

「 地 域 の 歴 史 ・ 文 化 の 認 識 」 × 「 関 わ り の 継 続 性 」 ×  「 地 域 の 知 名 度 」 ＝ 「 愛 着 の 強 度 」

地域の歴史・文化の認識

地 域 の 知 名 度

「 い わ き F C 」
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風通しの良い職場づくり

~ 「 魅 力 的 な 働 き 方 」 「 地 域 に 愛 着 を 持 つ た め に 」 の 議 論 か ら ~



解決策

〇 風 通 し の 良 い 職 場

〇 違 う 部 署 の 上 司 に 仕 事 の 悩 み を 相 談 す る

〇 経 営 層 と 中 間 管 理 職 が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る
→ 有 効 な 制 度 を 整 備 ＆ 確 実 に 機 能 さ せ る

〇 ア イ デ ィ ア を 実 現 で き る よ う な 環 境 づ く り
（ 意 見 を 反 映 す る 仕 組 み ）

相談のしやすさ

魅力的な働き方

04
風通しの良い職場づくり

~ 「 魅 力 的 な 働 き 方 」 「 地 域 に 愛 着 を 持 つ た め に 」 の 議 論 か ら ~

「魅力的な働き方」

制度の充実

挑戦のしやすさ



風通しの良い職場とは？

• 些 細 な こ と を 相 談 で き る
• 言 い た い こ と が 言 え る
• み ん な の 機 嫌 が 良 い
• 安 心 で き る

風通しの良い職場にするには

• 上 司 か ら 積 極 的 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン （ 称 賛 ・
声 か け ・ 話 し 方 ）

• 社 内 S N S ・ チ ャ ッ ト の 活 用
• 集 中 タ イ ム の 札
• 社 内 イ ベ ン ト

「風通しの良い職場」の深堀り

04
風通しの良い職場づくり

~ 「 魅 力 的 な 働 き 方 」 「 地 域 に 愛 着 を 持 つ た め に 」 の 議 論 か ら ~

積極的なコミュニケーションによる信頼できる人間関係や
相談できる環境の構築

丹治コメント
→以降の文言は、まとめスライドと表現を合わせてみましたが、次のスライドへのつながりのことも
考えながら、コメントを練る方がよいかもしれません。



企業対抗芋煮フェスの開催！

・業務外の交流を通じて上下関係や世代間の壁をやわらげ、日常的に相談や本音を共有しやすい職場環境をつくる
・幼少期から地域の人、食、季節行事に関わる体験や思い出を積み重ねることで、地域への愛着を育む

04
風通しの良い職場づくり

~ 「 魅 力 的 な 働 き 方 」 「 地 域 に 愛 着 を 持 つ た め に 」 の 議 論 か ら ~

・企業別オリジナル芋煮を作成
・材料に「常磐もの」を使う
・社員一丸となって準備を行う
・休日開催の場合は振替休日を
設ける

企業が行うこと

・学校との連携
（吹奏楽演奏、芋煮を給食で提供等）

・行政との連携
（材料費支援、フェス運営、広報等）

・地域住民の参加

地域が行うこと
・コミュニケーションの機会
・企業と地域の交流の場
・地元の文化の再認識
・思い出になる体験機会
・地元の定番いイベント化

期待できる効果

丹治コメント
・他の提案スライドと似た構造で【例】として作成してみました。
基本的に、E班の発表資料をベースにしています。
風通しの良い職場づくりを、地域を盛り上げることと合わせて
検討した、という形かと思いますが、話しやすい内容で
ご検討いただけますと幸いです。

目的

「愛着の強度」が上がる、
楽しんで暮らすことにつながる
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まとめ -若者の人口流出を防ぐには-

風通しの良い職場
戻って来られる

仕組みづくり

信頼できる人間関係
相談や本音を共有できる環境

Uターン者ロールモデルの発信

愛着強度のためのPR活動

U タ ー ン ， 地 元 就 職 の ハ ー ド ル 低 減
地 元 知 名 度 の 向 上

丹治コメント
全体の構成に合わせて左右を反転しています
最後のページとして、再整理をお願いしたいです。

企業対抗の交流イベント等開催
（社内・地域の交流のきっかけづくり）

より身近な、リアルな、という要素
キラキラした移住・起業ばかりではなく…

発表の最初に出したワードに帰結する、
という流れだとわかりやすさにつながるかと考えます。

出 て 行 っ て も 「 戻 っ て 来 ら れ る 県 」 ， 離 れ て も 「 受 け 入 れ て く れ る 県 」

渡邉コメント
・４、5枚目スライドを受けたスライドと
して提示したい
・できれば図式化＋フレーズでメッセー
ジ性の高いスライドで締めたい

センテンス要検討
前ページと整合もとる



T H A N K  Y O U F O R  

Y O U R  A T T E N T I O N

ご 清 聴 あ り が と う ご ざ い ま し た
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